
正歯科治療に伴う一般的なリスクや制作用につい

Φ 矯正舞科装鐵装着後:瑳和感、不快感、痛みなどが生じることがありますを

一般的1嘉t数日欝～1、 2週間で慣れてきます。

② 歯の動き方には個人差があります。そび)た め予想された治療期間が延減するif能性が

ありま・:L

O矯 正歯科装攪の使用状況、顎間ゴムの使用状|}ι 、定期的な通院など、矯il:歯科治療に

は患者さんげ〉協力が必要であり、それらが治癬結果や治療期1鶴1に影騨します。

① 治難中:ま鏑 二ヽ薩轟装置が裁√)表面|こ付いているため食物が溝等やすく、また鏡が磨き

:こ くくなるため、むじ歯や歯周病が生じるリスクが高まります。

したがつてハミガキを麹切に行い、お |llグ)中 を常lこ 清潔に保ち、さらにかかリイ):す

歯科医に定l靭的:こ受診することが大切です。

また、歯が動くと隠れていたむし歯が見えるよう:こ なることもあります。

CI繭を動かすこと:こ より歯根が吸収して短くなることや歯肉がやせて ドが4)こ とが

あ惨ます辱

0ご くまれ :二 繭が骨と糠着していて麟が動かないことがあります。

Oご く‐まれ:こ 歯を動かすことで神経が障7fを受けて壊死することがあります。

③ 矯11歯科装冊などにより金腸等ヴ)ア レルギ…症状が出ることがあります。

③ 治療中に顎圏節J)1轟 み、音が鳴る、「1が開けにくいなどの顎関節席状が生じることが

あります。

③ 治療√,経轟によって:ま 当初予定していた治療計画を変更する可能性があります。

⑬ 歯′〕影σ)修正や11交み合わせの微調整をそよったりする可能性があります゛

⑫ 矯 ili歯科製戯を詳t飲する可能性があクリます。

⑫ 矯正歯科装置を外す際にエナメル質に微小な亀裂が入る可能性や、かぶせ物 (補縦物)

の ・部が破ま|‡する可能性があります。

讐 動的治義が終了し装置が外れた後に、駐イliの壌み合わせに合った状態のかぶせ物

(補級物)やむし潜の治療 (修複物)な どをやりなおす必要性が生じる|∫能性が

あります.

① 動的治療が終了し装置が外れた後に保定装蹴を指示通り使用しないと、歯並びや

咬み合せの『後戻り」が生じる可能性があります。

① あごの成長発育により崚み合せや歯並びが変化する|∫能性があります手

○ 治療後に親知らずσ群 響で黄、111びや崚み合せ:こ変化が生じる可能性があります.

また、力ll齢や歯趨病などによ寺詩綾びや崚み合せが変化することがあり童す。

⑬ 矯正歯科治癬:ま ・度始めると元の状態に戻すことは難しくなります。

* この記載例を参考|こ して、各施設において改変してお使いください,

*治療前後の症簡写11:に付記しているリスク、議:1作用のみでは「1掟解除要件を

濃たし菫せん。篠撼:|:こ壌卜1を ∫:1意 して ∫‐鐘約なリスク・長il作用」として撼t隧掲載して

下さい。

*こ び)記載例は今後修■1が加えられる可能性があります。


